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グエル公園から臨む
『サグラダ・ファミリア』。

続・増穂薪窯通信 
てんやわんや

バルセロナ市にあるアントニ・タピエス美
術館前。

　

ス
ペ
イ
ン
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
に
一
歩

入
る
と
、
未
完
の
大
作
『
サ
グ
ラ
ダ
・

フ
ァ
ミ
リ
ア
』
や
『
グ
エ
ル
公
園
』、『
カ

サ
・
ミ
ラ
』
な
ど
、
ス
ペ
イ
ン
が
誇
る

天
才
建
築
家
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ガ
ウ
デ

ィ
（
１
８
５
２
年
〜
１
９
２
６
年
）
の

作
品
群
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ガ
ウ

デ
ィ
と
同
じ
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
地
方
に
生

ま
れ
育
っ
た
の
が
、
20
世
紀
の
現
代
美

術
の
巨
匠
の
一
人
と
い
わ
れ
て
い
る
ア

ン
ト
ニ
・
タ
ピ
エ
ス
（
１
９
２
３
年
〜

２
０
１
２
年
）
で
す
。

　

近
年
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
地
方
は
民
族

の
独
立
運
動
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
独
特

の
言
語
と
伝
統

を
持
つ
カ
タ
ル

ー
ニ
ャ
出
身
の

作
家
と
し
て
ピ

カ
ソ
や
ダ
リ
、

ミ
ロ
も
有
名
で

す
。
１
９
７
０

年
代
に
入
り
、

美
術
評
論
家
の

岡
田
隆
彦
、
東

野
芳
明
、
詩
人

の
瀧
口
修
造
ら

に
よ
り
、
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
の
風
土
の
賛
歌
と
し
て
、
タ

ピ
エ
ス
は
日
本
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

タ
ピ
エ
ス
は
画
家
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
が
、
１
９
５
０
年
代
以
降
は
、

ミ
ッ
ク
ス
・
メ
デ
ィ
ア
で
の
創
作
を
開

始
、「
壁
の
画
家
」
と
呼
ば
れ
、
キ
ャ

ン
パ
ス
に
厚
く
盛
り
上
げ
た
土
や
布
、

新
聞
紙
、
糸
、
針
金
な
ど
で
コ
ラ
ー
ジ

ュ
し
た
作
品
を
創
作
、
こ
れ
は
芸
術
へ

の
最
大
の
貢
献
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
タ
ピ
エ
ス
が
、
あ
る
文
章
の
中
で

「
日
本
人
は
、
私
の
作
品
の
理
解
者
で

あ
る
」
と
書
い
て
あ
り
、
こ
の
言
葉
が

40
年
間
、
私
の
脳
裡
を
駆
け
巡
っ
て
い

ま
し
た
。

　

陶
芸
の
原
点
は
土
を
焼
く
こ
と
で
す

が
、
ど
ん
な
焼
き
方
に
す
る
か
、
何
度

で
焼
く
か
、
方
法
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
り

ま
す
が
、〝
大
地
〟
と
い
う
物
質
の
豊

か
な
生
命
感
の
表
情
の
表
現
で
あ
る
こ

と
に
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
な
ん

と
か
タ
ピ
エ
ス
の
作
品
を
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
な

か
な
か
気
に
入
っ
た
作
品
に
出
会
う
こ

と
が
で
き
ず
に
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
十
数
年
前
に
国
内
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

で
よ
う
や
く
出
会
う
こ
と
が
で
き
、
タ

ピ
エ
ス
の
作
品
を
入
手
し
ま
し
た
。

　

作
品
は
、
リ
ト
グ
ラ
フ
に
鉛
筆
描
き

の
黒
い
紙
が
コ
ラ
ー
ジ
ュ
さ
れ
て
い
ま

す
。
作
品
の
サ
イ
ズ
は
縦
１
ｍ
、
横
75

㎝
。
刷
り
部
数
は
25
枚
限
定
で
、
う
ち

本
作
品
は
11
番
目
で
す
。
コ
ラ
ー
ジ
ュ

の
黒
い
紙
に
は
、「
49
・
６
・
28
」
と

記
入
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
制
作

年
と
す
れ
ば
、
１
９
４
９
年
６
月
28
日

と
な
り
ま
す
。
タ
ピ
エ
ス
は
１
９
２
３

年
生
ま
れ
で
す
の
で
、
26
歳
の
時
の
作

品
に
な
り
ま
す
。
１
９
５
０
年
に
初
め

て
の
個
展
を
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
開
催
し
て

い
る
の
で
、
こ
の
作
品
が
出
品
さ
れ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
残
念
な
が
ら
そ

の
資
料
は
こ
こ
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

２
０
１
２
年
秋
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
内

に
ア
ン
ト
ニ
・
タ
ピ
エ
ス
美
術
館
が
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
旅

行
さ
れ
る
方
が
い
ら
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

日
本
人
は
タ
ピ
エ
ス
の
理
解
者
な
の

で
す
か
ら
、
ミ
ッ
ク
ス
・
メ
デ
ィ
ア
で

創
作
さ
れ
た
「
壁
」
の
作
品
は
、
ど
れ

を
取
っ
て
見
て
も
可
能
で
あ
れ
ば
、
そ

の
ま
ま
薪
窯
の
中
に
入
れ
て
焼
成
す
る

と
、
ま
す
ま
す
表
情
が
強
調
さ
れ
、
日

本
人
好
み
に
な
る
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
陶
板
と
し
て
焼
成
す
れ
ば
、
タ

イ
ル
絵
と
し
て
も
飾
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

ア
ン
ト
ニ
・
タ
ピ
エ
ス
美
術
館
に
展

示
さ
れ
て
い
る
１
０
０
号
の
作
品
に

は
、
大
き
く
粘
土
が
盛
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
粘
土
に
大
理
石
の
粉
と
絵
具
を

混
ぜ
合
わ
せ
、
ア
ク
リ
ル
で
固
め
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

「
壁
」
作
品
の
中
で
も
、
こ
の
盛
り
土

に
心
惹
か
れ
ま
す
。

　

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
地
方
の
風
土
が
日
本

と
類
似
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ピ

カ
ソ
も
陶
磁
器
に
絵
を
描
い
て
い
ま
す

（
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
ピ
カ
ソ
美
術
館
に
は

多
数
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
）。
ミ
ロ
も

日
本
の
書
か
ら
影
響
を
受
け
、
抽
象
化

さ
れ
た
記
号
な
ど
は
同
様
の
空
間
芸
術

で
す
。
ま
た
、
親
交
の
深
か
っ
た
造
形

作
家
Ｊ
・
Ｇ
・
ア
ル
チ
ガ
ス
と
陶
板
画

や
陶
壁
な
ど
の
共
同
制
作
も
し
て
い
ま

す
。

「
椅
子
に
腰
を
下
ろ
す
。
夢
の
中
の
よ

う
に
…
…
。
椅
子
は
無
限
空
間
の
白
一

色
の
中
に
浮
か
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、

急
に
下
を
眺
め
る
。
そ
こ
こ
こ
に
、
小

さ
な
も
の
が
撒
き
散
ら
さ
れ
て
い
る
。

ほ
ん
の
つ
ま
ら
ぬ
も
の
。
脆
い
残
骸
が

い
く
つ
か
、
藁
屑
同
然
の
も
の
が
…
…
」

私
た
ち
の
日
本
の
友
達
に
、
心
を
こ

め
て
。
ア
ン
ト
ニ
・
タ
ピ
エ
ス　

１
９
７
６
年
６
月
４
日
バ
ル
セ
ロ
ナ
。

　

私
た
ち
日
本
人
は
、
タ
ピ
エ
ス
に
ど

ん
な
回
答
を
し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う

か
。

オークションで購入したタピエスの作品。タ
イトルは不明。

クレジット「5904  güsslen os han  52y28.6.49」

美術館館内。

ミュージアムショップにて。

タピエスの作品前にて。盛り土をコラージュしている。


